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衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
日
本
銀
行
の
黒
田
総
裁
の
消
費
税
増
税
に
関
わ
る
発
言
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

一
に
つ
い
て

黒
田
日
本
銀
行
総
裁
（
以
下
「
黒
田
総
裁
」
と
い
う
。
）
の
個
別
の
発
言
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
が
、

日
本
銀
行
は
、
平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日
に
公
表
し
た
「
経
済
・
物
価
情
勢
の
展
望
」
に
お
い
て
、
「
二
千
十
九
年
十
月

の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
は
、
駆
け
込
み
需
要
と
そ
の
反
動
、
お
よ
び
実
質
所
得
の
減
少
効
果
の
二
つ
の
経
路
を
通
じ
て
成

長
率
に
影
響
を
及
ぼ
す
が
、
下
押
し
効
果
は
、
二
千
十
四
年
度
の
前
回
増
税
時
と
比
べ
る
と
、
不
確
実
性
は
大
き
い
も
の
の
、

小
幅
な
も
の
に
と
ど
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
。
」
と
説
明
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
十
パ
ー
セ
ン
ト
へ
の
引
上
げ
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
二
十
六
年

四
月
一
日
に
行
わ
れ
た
消
費
税
率
引
上
げ
の
経
験
を
活
か
し
、
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
総
動

員
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

一



日
本
銀
行
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
三
条
第
二
項
に
お
い
て
、
金
融
政
策
（
通
貨
及
び
金
融
の
調
節
）
に
関

す
る
「
意
思
決
定
の
内
容
及
び
過
程
を
国
民
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、
金
融
政

策
の
基
礎
と
な
る
経
済
情
勢
や
経
済
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
黒
田
総
裁
が
見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
、
同
項
の
趣
旨
に
沿
っ
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二


